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研究成果の概要（和文）：R-Ras, TC21(R-Ras2), M-Ras(R-Ras3) は「R-Rasサブファミリー」に属する低分子量
Gタンパク質である。R-Rasサブファミリーは細胞形態制御などに関与することが知られているが、その仕組みや
生理的役割は詳しく調べられていない。本研究では、R-Rasサブファミリーが神経回路構築に於いて果たす役割
を調べる目的で、脳神経組織における発現パターを詳細に調べた。さらに、海馬神経細胞や網膜の発生・発達過
程におけるR-Rasサブファミリーの生理的役割の解明を試みた。

研究成果の概要（英文）：The R-Ras subfamily small GTPases includes R-Ras, TC21 (R-Ras2), and M-Ras 
(R-Ras3). Although previous studies showed that they regulate cell morphology, the underlying 
mechanisms and their physiological functions have not been well studied. To study the roles of the 
R-Ras subfamily small GTPases in neural circuit formation, we examined their detailed expression 
patterns in neural tissues. Moreover, we tried to analyze their physiological functions in the 
primary hippocampal neurons and the developing retina.

研究分野：細胞生物学

キーワード： 低分子量Gタンパク質　R-Ras　TC21　M-Ras　神経細胞　網膜　発生　ゲノム編集

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、R-Rasサブファミリーのメンバーの１つであるTC21が、海馬神経細胞のシナプス形成や、発生期
の網膜細胞の分化に関与することが明らかになった。一方で、別のメンバーであるR-Rasは神経細胞の軸索伸長
に関与している。このことから、R-Rasサブファミリーのメンバーは互いにアミノ酸配列の相同性が高く、生化
学的性質が類似しているものの、それぞれが神経回路構築において独自の生理的役割を担うと考えられた。これ
らの知見は、R-Rasサブファミリー低分子量Gタンパク質を介したシグナル伝達の新規の概念を提唱するものであ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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